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ティータイム
　４月、なんと広報を担当してもう１年が過ぎました。広報たけはらも春らしく緑色に。梅が咲き、桜

もそろそろ見頃でしょうか。日本中に色があふれてくる季節です。うきうき、ふわふわしてくる季節で

もありますが、新年度、一歩ずつ丁寧に地面に足をつけ、歩いていきましょう。
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住みよさ実感　瀬戸内交流文化都市　たけはら

　３月 10 日・11 日、町並み保存地区で、たても

の文様ワークショップが開催されました。

　市では初の催しで、参加者は２日間で約 30 人。

町並み保存地区の建物の格子や、窓の文様を切り

絵にしてライトアップしました。歴史ある建物に

様々な文様が映し出される様子はとても幻想的

で、参加者は「歴史を感じることができる、とて

も素敵なイベントでした」と話してくれました。

歴史をあらわす美しいかたち
～たてもの文様ワークショップ～

お寺の境内で賑わう市場
～照蓮寺マルシェ～

町並みを歩く小さなお雛様たち
～子ども雛めぐり～

Camera News
      カメラニュース

※人のうごきは、れんらく板に配置しています。

　３月９日・10 日に、照蓮寺で、「照蓮寺マルシェ」

が開催されました。

　市内や市外から両日共に約 30 店舗のお店が集

まり、焼菓子や手作りのバッグ、もぎたてレモン

の販売から似顔絵を使った缶バッジ作成など、内

容は盛りだくさん！開始前に雨が降り、肌寒さも

感じましたが、たくさんの人がマルシェを楽しん

でいました。色とりどりの植物をオイルとともに

瓶に詰めるハーバリウム体験や、駆除されたイノ

シシやシカの皮を使って小物を作るワークショッ

プも人気でした。市外から出店された、という女

性は「親子連れの方や、観光客の方もふらっと立

ち寄ってくれて賑わっています。竹原の雰囲気が

大好きです！」と語ってくれました。

　３月４日、町並み保存地区で、子ども雛めぐり

が開催されました。町並み保存地区では「たけは

ら町並み雛めぐり」を開催中で、華やかなお雛様

があちこちに飾られていました。

　着物について尋ねると、「お母さんが子どもの

時に着ていた着物なの」と話してくれたお子さん

も。天気にも恵まれ、色鮮やかな着物を纏
まと

ったた

くさんの「お雛様」達に出会うことができました。
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